
　　　　　新薬と臨林J．New　Rem．＆Clin．　VoL69　No，42020

　　　　　　　　　　☆お詫びと訂正☆

本誌掲載の論文に誤りがありましたので，下記のとおり訂正いたします。

◎第69巻第2号p．12（112）～p．27（127）掲載の「慢性腰痛症に伴う疾痛を有する患者に対するデュロキセチ

　ン塩酸塩特定使用成績調査一最終解析結果報告一」（シオノギファーマコビジランスセンタ・一・一一株式会社・竹

　田裕美子ほか）の論文中，

　・p．15（115）H結果　1．安全性解析対象症例の患者背景　20～21行目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【誤】

　症例は24．5％（171／697例）であり，主な疾痛治療薬は，プレガバリン（41例）であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【正】

　症例は58．8％（410／697例）であり，主な疾痛治療薬は，プレガバリン（97例）であった。

　・p．17（117）表1　安全性解析対象症例の患者背景

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【誤】

㌫
　　一　　一

一あり 636 91．2

なし 526 75．5

前疾痛治療薬
あり 171 24．5

投与開始時NSAIDsまたは なし 358 51．4

アセトアミノフェン併用 あり 339 48．6

【正】

嚇　　　～ く＿　　　ニニ

あり 636 912

なし 287 412
前疾痛治療薬 一あり 410 58．8

一投与開始時NSAIDsまたは なし 358 51．4

アセトァミノフェン併用 あり 339 4＆6
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・ p23（123）表4　安全性解析対象症例の患者背景別の副作用発現率

【誤】
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